
長野県社保協ニュース <１８－９>
２０１３年１１月１９日（火） 長野県社会保障推進協議会

＜事務局＞長野市高田 276-8 県労連会館１階 TEL 026-223-1281・FAX 026-223-1291

http://www.n-syaho.com/ E-mail: naganosyahokyou1281@star.ocn.ne.jp

臨時国会重大事態！安倍内閣の暴走を許すな！
参議院：生活保護改悪案採決強行！衆議院：社会保障解体

プログラム法案採決強行？特定機密保護法案採決強行？

１１月２０日（水）国会集中行動を成功させよう！

↑長野医療生協企画・教育部ニュース１１号より



介護なんでも無料電話相談（11/11）実施
介護疲れ・サービス利用・負担増など深刻な相談２２件

長野県社保協は１１月１１日（月）「いい介護の日」に合わせて、

「介護なんでも無料電話相談」を実施しました。当日は、長野県民

医連、長厚労のケアマネ、ソーシャルワーカー、県推協の障害相談

員、県労連の労働相談員など８名の体制で行われました。

電話は、受付開始時間（１０時）より前からコールされ、午前中

は１５件の電話がかかり、鳴りっぱなし状態でした。午後は、７件

でしたが、受付終了時間（１６時）

を過ぎても相談が続いていまし

た。今年の２２件相談件数は、昨

年４件、一昨年２日間で６件をは

るかに上回る相談件数でした。内訳は、一般の介護相談１９件、障害

者の相談２件、介護労働者の相談１件。相談内容は、多岐にわたって

いましたが、どの相談も介護者の肉体的、精神的疲れや施設不足、保

険料・利用料の負担増など深刻な内容でした。

マスコミの対応では、ＮＨＫ長野放送局と（松本）市民タイムスが

事前告知報道され、テレビ信州（ＴＳＢ）は当日取材に入り、夕方ニ

ュースで放映しました。

だれもが安心の介護保険を求める県民大集会
(11/2・安曇野市)５００名超参加で成功

長野県民医連が呼びかけ、長野県社保協も実行委員会に参加して

準備をしてきました「だれもが安心の介護保険を求める県民大集

会」が１１月２日（月）午前、安曇野市サンモリッツ大会議室で開

かれ、県会議員、市町村議員をはじめ介護従事者、介護者家族など

５００名を超える参加者で成功しました。

当日は、認知症の人と家族の会、ヘルパー、ケアマネ、自治体関

係者の代表者から、それぞれの現場から現状と問題点、悩みなどが

報告されました。現場報告の後、厚労省社会保障審議会介護保険部

会委員の勝田登志子（「認知症の人と家族の会」全国本部副代表）

さんの基調講演がありました。勝田さんは現在審議中の介護保険法の見直しの内容が、「軽度者の保険は

ずし」「軽度者の特養入所制限」「保険料・利用料の負担増」など介護者本人・家族はもちろん一般国民

にも重大な影響を及ぼす内容であることを告発しました。また、軽度者の受け皿が期待されている自治

体にとっても重大な影響をもたらす内容であり、自治体をも巻き込んだ国民的運動を起こし、改悪反対

の運動を盛り上げようと呼びかけました。集会では同趣旨の「集会アピール」を採択しました。

自治体キャラバンの準備活動すすむ
飯伊地区社保協は、昨年回れなかった飯伊地域の関係自治体等に「医療・介護などの改善要望」を提

出し、関係自治体からの回答書がもどってきました。これから、関係自治体との懇談を予定しています。

松本地区社保協は松本市、長野地区社保協は長野市と懇談を予定しています。（詳細次号）


